１年　理科　１分野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12/24/2008
２　身のまわりの物質

　２．温度による物質の変化
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　　　物質の状態の変化
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· 状態の変化と体積・質量の変化

　○　二酸化炭素の状態変化による体積と重さの比較
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　○　ろうの状態変化による体積と重さの比較

[image: image10.png]


[image: image11.png]


[image: image12.emf]エタノールが沸騰したときの温度変化
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[image: image13.emf]ナフタレンが溶けるときの温度変化
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[image: image14.emf]水の融点と沸点
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[image: image16.emf][image: image17.emf][image: image18.emf]水とエタノールの混合物の温度変化

0

20

40

60

80

100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

時間（分）

温

度

（

℃

）


　　　状態変化と温度
□　個体がとけて液体に変わるときの温度

· 準備／　ナフタレン、一端が閉じている細いガラス管、ビーカー、温度計、金網、輪ゴム、スタンド、ガスバーナー、マッチ

· 方法

1 ナフタレンをガラス管に入れる。

2 温度計とガラス管を輪ゴムで固定する。

3 スタンドに金網とビーカーをセットする。

4 ②をスタンドに取り付ける。

5 ビーカーに水を入れ、ガスバーナーで加熱しながら７０℃になったら、　３０秒ごとに温度計を読み取り記録する。

6 ⑤を行いながら、ナフタレンが溶ける瞬間の温度を読み取る。
7 記録したものをもとに、グラフを作成する。

8 溶けたときの温度変化を考察する。

●　結果／

	時間
	30
	1
	1’30
	2
	2’30
	3
	3’30
	4
	4’30
	5

	温度
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	時間
	5’30
	6
	6’30
	7
	7’30
	8
	8’30
	9
	9’30
	10

	温度
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	時間
	10’30
	11
	11’30
	12
	12’30
	13
	13’30
	14
	
	

	温度
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


· グラフ
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